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◆「子育ての駅」

◆「長岡アーカイブスセンター(仮称）」

◆「まちなかキャンパス」











「子育ての駅」全体事業計画の概要<案> 

子育て世帯の親子をはじめ、子育ての先輩や次代の親となる若者など多くの方々が集いあい、ふれあうことで、世代を越えた交流や子育て支援の輪が広がっていく場 

 

設置場所 千秋が原南公園 長岡市民防災公園 大手通中央西地区再開発ビル 

施設の名称 子育ての駅千秋 （愛称 てくてく） 未 定 子育ての駅 ちびっこ広場（仮称） 

オープン予定 平成２１年５月５日（こどもの日） 平成２２年６月（予定） 平成２２年７月（予定） 

施設規模 約 1,283 ㎡［公園 2ha］ 1,453 ㎡（子育て 364 ㎡、防災 256 ㎡、共用 833 ㎡）［公園 3ha］ 約 1,420 ㎡（2 階・3 階の計）［参考：ちびっこ広場 820 ㎡］ 

対 象 主に乳幼児とその保護者 主に乳幼児及び小学生とその保護者 主に乳幼児とその保護者 

特色のある 

プロジェクト 

○大学との連携による講座や外国人留学生による異文化交流

○高齢者福祉施設や障害者福祉施設と連携した多世代交流・
心のバリアフリー交流 

○ＮＰＯ団体と協働した自然観察 

○親子で花や野菜を栽培 

○一時保育室を開設し、一時保育のニーズに対応 

○信濃川や堤防、水辺などの立地条件を最大限生かし、親子
のふれあいを深め、子どもの成長をはぐくむことができる場
の整備と事業展開を実施 

○子育て支援活動を行っているＮＰＯ団体やサークル、防災Ｎ
ＰＯ等と協働・連携し、子育てに幅広い世代が関わるソフト事
業を展開 

○「緑花センター」と連携し、花・緑・昆虫・水などの自然的要素
を取り入れた多様な学びと遊びを提供 

○キッチンユニットを活用した食育事業 

○広々とした「市民防災公園」及び全天候型の屋根付き公園
の持つ開放感を生かしたオープンスペース的な利用 

○３階に「絵本館機能」を持たせ、中央図書館及び読み聞かせ
ボランティアと連携・協働した事業を展開 

○まちなかキャンパスや高校・大学・専門学校と連携して、次
代の親となる若者に子どもとふれあう機会を提供 

○２階にちびっこ広場内の「まちなか保育園」を移転整備し、
一時保育へのニーズに対応 

○子育ての駅全体の統括的役割を担う 

開館時間 午前９時～午後６時 午前９時～午後６時 午前９時～午後８時３０分 （土・日・祝日は午後６時まで） 

休館日 週１日（水曜日）、年末年始 週１日（火曜日）、年末年始 週１日（木曜日）、年末年始 

職員体制 保育士８人 保育士等（未定） 保育士８人、ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ３人、司書２人 

運営方法 

・利用者や協力者など１０名程度で構成する「子育ての駅運営委員会」を設置するとともに、「子育ての駅サポーター」（仮称）を幅広く募り、広く市民の声を聴きながら市民協働型の事業運営
を展開する。 

・利用者カードを発行することとし、だれもが安心して利用することができる受付体制を整える。 

主な機能 

・子どもの遊び場  ・子育て家族の交流の場 

・子育て相談の場  ・子育て情報交換の場 

・子育て支援に関心のある市民参加の場 

・子育てサークル支援機能 

・全天候型の運動広場 

・一時保育機能  ・公園あり  ・無料駐車場あり 

・子どもの遊び場  ・子育て家族の交流の場 

・子育て相談の場  ・子育て情報交換の場 

・子育て支援に関心のある市民参加の場 

・子育てサークル支援機能 

・全天候型の屋根付き公園 

・公園あり  ・無料駐車場あり 

・子どもの遊び場  ・子育て家族の交流の場 

・子育て相談の場  ・子育て情報交換の場 

・子育て支援に関心のある市民参加の場 

・子育てサークル支援機能 

・一時保育機能  ・公園なし  ・無料駐車場なし 
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平成 21 年 3 月 24 日中心市街地構造改革会議資料（地域振興戦略部） 

長岡アーカイブスセンター（仮称）について 

 

１ 検討状況 

長岡アーカイブスセンター（仮称）の検討にあたっては、平成 20 年 4 月に社団法

人中越防災安全推進機構が設置した「メモリアル拠点整備委員会 長岡アーカイブス

センター（仮称）検討作業部会」で協議が進められている。 

 

２ 施設概要 

（１）目的 
 各地にあるメモリアル拠点全体を統括する施設として各施設との連携を図ると

ともに、災害からの復旧・復興に関する情報の蓄積・整理・保存を行い、その特

徴や被災地の姿を発信するとともに、国内外から訪れる災害の専門家、防災や復

興を学習する方々に対して、その目的にあった的確な被災地の視察ができるよう

に情報提供を行う。さらに、災害・復興の情報を活用しながら、専門家と市民、

市民相互が気軽に災害・防災をともに考える場とする。 

 
（２）位置、面積 

    大手通中央東地区再開発ビルＣ棟２階  約 700 ㎡ 
 
（３）機能 

    ①災害からの復旧、復興に関する知的情報センター 

   ・災害記録、技術的資料などをパソコンで閲覧 

・高度研究教育機関と連携した情報収集 

・図書コーナーでの紙媒体資料の閲覧 

 

②被災地視察のガイダンス 

 ・視察目的にあった視察ルートの設定 

 ・各地域の情報提供 

 ・各地のメモリアル拠点施設、地域の情報収集 

 

③災害からの復旧・復興、防災の情報発信 

 ・施設内の展示による情報発信 

 ・施設内での映像による情報発信 

 ・復興状況の集積 

 

④地域の人が災害を考えるコミュニケーションの場の提供 

 ・気軽に話し合える場の提供 

 ・わかりやすい資料の提供 

 ・利用者に必要な情報の提供 



▲市民講師による講座▲各高等教育機関と連携した各種講座

まちなかキャンパスの事業イメージ

▲中越市民防災安全大学の開催

▲小学生ロボコン大会▲学生たちの交流

■「まなびと交流拠点」としての大手通中央東地区市街地再開発事業 

（平成 23 年 3 月完成予定） 

この地区には３棟の建物を整備する。Ａ棟及びＢ棟には商業店舗、共同住宅（14

戸）、業務施設を配置する。Ｃ棟には商業店舗のほか、中越地震の記憶や記録を伝

承する「長岡アーカイブスセンター（仮称）」や市役所本庁機能の一部を配置する

とともに、中心市街地における新たな学びと交流の場となる「まちなかキャンパ

ス事業」を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[導入施設]  

Ａ棟  Ｂ棟  Ｃ棟 

  5 階～8階 まちなか市役所 
3 階～9階 共同住宅 

 3 階～4階 まちなかキャンパス 

 2 階 長岡ｱｰｶｲﾌﾞｽｾﾝﾀｰ（仮称）
1階・2階 店舗 

 

1 階～6階 第四銀行

1階 店舗 

   地階 駐車場  地階 駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[整備イメージ]

Ｃ棟 

[現況] 

Ｂ棟Ａ棟

 



平 成 ２ １ 年 ３ 月 

生 涯 学 習 文 化 課 

 

 【特色３】市民が自発的に学び、交流する場 「まちなかキャンパス」の取り組みについて（概要）  

 

 

 

１ めざす姿 
まちなかキャンパスでは、「米百俵」の精神を受け継ぎ、高等教育機関や企業等の集積を活か

して、市民一人ひとりの力の向上と、未来につながる人づくりを推進し、長岡から世界に向けて

成果を発信する、新たな「学び」と「交流」の拠点となることをめざす。 

 

２ 特色及び代表的な施策、想定事業 
 

【特色１】３大学１高専等の連携による新たな学びと交流の場 

 

・ 長岡から国内外に向けての情報の発信 

－各界で活躍するキーパーソンや、長岡とつながりのある各界の第一人者との結

びつきを強め、長岡からの情報を継続的に発信する。 

例：防災に関する長岡のノウハウを活かした活動などを、世界に向けて発信する。 

例：各高等教育機関と国内外で活躍する人との結びつきを活かす事業の実施。 

例：地元出身で各方面で活躍する人を招いての各種講座、講演会の開催。 

 

・ 現代的課題である環境保護や国際理解、長岡の特色をテーマにした地域学などに関

して、各高等教育機関の得意分野を組み合わせた新たな講座の展開 

 

・ サイエンスカフェの実施 

－科学者と市民がコーヒーを片手に気軽に語り合う、全く新しい学びの場 

・ 中越市民防災安全大学の実施 

・ 大学生等と小中学生との学びを通してのふれあい    等 

 

【特色２】各高等教育機関の独自色を活かす活動の場 

・ 各高等教育機関のサテライト的機能 

－各高等教育機関の研究会、ゼミナール・クラブ活動。各学校の情報コーナーの

設置など。 

－単位互換授業 

－各高等教育機関の市民向け講座の一部実施     等 

 

 

 

 

 

・ 一芸に秀でた市民講師が活躍する機会の充実 

・ 世代や地域、国を越えた交流の場 

・ 違う学校の者同士の活動、交流の拠点 

・ まちなかでの新たな楽しみの場（音楽や軽運動など）     等 

 

【特色４】まちなかの他の施設の機能との複合効果により、便利で新しい 

サービスを展開する場 

・ まちなかキャンパスでの日頃の成果をシティホールでのハレの場につなぐ。 

・ 子育ての駅や長岡アーカイブスセンター（仮称）との連携による事業の展開 

・ 産学協働による企業人の学びと交流の場づくり        等 

 
 
 
高等教育機関の連携による講座、サイエンスカフェ、市民自らが講師となる講座などまちな

かキャンパスを中心に実施する講座の一定の修了者に対して、長岡市独自の学びの励みとなる

仕組みをつくり、学びの意欲を高める。 

 
 
 

 

３ 期待される効果 

 
（１）高等教育機関が連携を強めて学びに関わることで、長岡の人づくりにつなげる。 
 

（２）今まで扱いの少なかった分野等の学びの充実により、市民の成長や生きがいづくりに寄与する。 
 
（３）世代や地域、国を超えた交流を通して、新たな発見やエネルギーを生み出す。 
 

（４）産業界と高等教育機関などのまちなかでの交流の場の創出により、産学官連携の促進と地域産

業の活性化につなげる。 
 

（５）災害の経験などを活かした学びの充実により、安全に安心して暮らせるまちづくりに寄与する。 
 
（６）若者を含む多くの人が行き来することで、まちなかの賑わいの創出に貢献する。 

 
 

４ 今後の予定 
 

平成２１年度 実施プログラムの検討 
 
平成２２年度 実施プログラムの検討、利用に関するルールづくり、再開発ビルの建設 
 
平成２３年度 まちなかキャンパスオープン 
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